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海軍中将 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：明治１９年（１８８６年）４月２０日、広島県福山生まれ 

没：昭和１７年（１９４２年）１１月１１日、佐世保において病没、享年５７歳 

明治３７年（１９０４年） １７歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 － 

明治３７年（１９０４年）１２月 １８歳 海軍兵学校入校 － 

明治４０年（１９０７年）１１月２０日 ２０歳 海軍兵学校（第３５期）卒業、厳島乗組（海

兵卒） 

海軍少尉

候補生 

明治４１年（１９０８年）７月２８日 ２２歳 軍艦明石に乗組 上海に赴任 〃 

明治４１年（１９０８年）１２月２５日 ２２歳 － 海軍少尉 

明治４３年（１９１０年）１２月１日 ２４歳 砲術校普通科学生 海軍中尉 

明治４４年（１９１１年）４月２０日 ２５歳 水雷校普通科学生 〃 

明治４４年（１９１１年）８月４日 ２５歳 富士乗組 〃 

明治４５年（１９１２年）４月２４日 ２６歳 宗谷乗組 〃 

大正２年（１９１３年）５月２４日 ２７歳 横須賀海兵団附 〃 

大正２年（１９１３年）１２月１日 ２７歳 海大乙種学生 海軍大尉 

大正３年（１９１４年）５月２７日 ２８歳 砲術校高等科学生 〃 

大正３年（１９１４年）１２月１日 ２８歳 春日分隊長 〃 

大正５年（１９１６年）９月１日 ３０歳 山城分隊長、艤装員 〃 

大正５年（１９１６年）１２月１日 ３０歳 海兵教官、監事 〃 

大正７年（１９１８年）１２月１日 ３２歳 海大甲種学生 〃 

大正８年（１９１９年）１２月１日 ３３歳 － 海軍少佐 

大正９年（１９２０年）１２月１日 ３４歳 １Ｓｄ参謀 〃 

大正１０年（１９２１年）１２月１日 ３５歳 軍令部参謀 〃 

大正１１年（１９２２年）１１月１日 ３６歳 軍令部参謀、海大教官 〃 

大正１２年（１９２３年）１１月１０日 ３７歳 ３Ｓ参謀 〃 

大正１３年（１９２４年）１１月１０日 ３８歳 横鎮附（欧州各国出張） 〃 



大正１３年（１９２４年）１２月１日 ３８歳 － 海軍中佐 

大正１４年（１９２５年）９月１日 ３９歳 帰朝 〃 

大正１４年（１９２５年）９月１０日 ３９歳 軍令部参謀 〃 

大正１５年（１９２６年）１１月５日 ４０歳 軍令部参謀、参本部員 〃 

昭和２年（１９２７年）１２月１日 ４１歳 比叡副長 〃 

昭和３年（１９２８年）１１月１５日 ４２歳 海大教官 〃 

昭和３年（１９２８年）１２月１０日 ４２歳 － 海軍大佐 

昭和５年（１９３０年）１１月１日 ４４歳 舞鶴要港部参謀長 〃 

昭和６年（１９３１年）１２月１日 ４５歳 由良艦長 〃 

昭和７年（１９３２年）１２月１日 ４６歳 鳥海艦長 〃 

昭和８年（１９３３年）１１月１５日 ４７歳 海大教官 〃 

昭和９年（１９３４年）１１月１５日 ４８歳 呉鎮参謀長 海軍少将 

昭和１０年（１９３５年）１１月１５日 ４９歳 ８Ｓ司令官（第八艦隊） 〃 

昭和１１年（１９３６年）１２月１日 ５０歳 １１Ｓ司令官 〃 

昭和１２年（１９３７年）１２月１日 ５１歳 駐満海軍部司令官 〃 

昭和１３年（１９３８年）８月１日 ５２歳 練習艦隊司令官 〃 

昭和１３年（１９３８年）１１月１５日 ５２歳 － 海軍中将 

昭和１４年（１９３９年）４月１日 ５２歳 軍令部出仕 〃 

昭和１４年（１９３９年）１１月１５日 ５３歳 第一遣支艦隊（１ＣＦ）司令長官 〃 

昭和１５年（１９４０年）１１月１５日 ５４歳 軍令部出仕 〃 

昭和１６年（１９４１年）４月１０日 ５４歳 海南島警備府司令長官 〃 

昭和１６年（１９４１年）１１月２０日 ５５歳 佐世保鎮守府司令長官 〃 

昭和１５年（１９４０年）４月２９日 ５４歳 従二位勲一等旭日大綬章、功一級 － 
 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

広島県福山に生まれ、明治３７年（１９０４年）福山中学校卒業。 

日露戦争開戦の年である。 

２月８日、日露国交断絶を各国に通知、仁川沖で日露海軍が交戦、海軍の先遣艦隊は、旅

順口の露国防御施設を夜襲、１０日に日露双方それぞれ宣戦布告、２１日にはロシア陸相ク

ロパトキンが満州陸軍総司令官に任命され、旅順を主戦場とした海陸の激しい戦闘が１０ヵ月

にわたって続けられる（乃木将軍率いる第３軍の旅順総攻撃、２０３高地占領が１１月３０日）。 

将に風雲急を告げる国家存亡のとき、谷本氏は、志を帝国海軍に立てて海軍兵学校への道

を選び、難関を突破して１２月に入校した。 

 



翌明治３８年（１９０５年）５月２７日の日本海海戦、９月５日ポーツマス講和条約の調印と戦後

の厳しい状況の中で海軍士官生徒の教育を受け、明治４０年（１９０７年）１１月に優秀な成績

で兵学校を卒業、少尉候補生として練習艦隊での訓練航海を終えるや、軍艦「明石」乗組を

命ぜられ上海に赴任し、海軍少尉に任官した。 

明治４３年（１９１０年）１２月海軍中尉に昇任すると内地勤務となり、海軍砲術学校、水雷校の

学生としての研鑽を経て、艦隊勤務（「富士」「宗谷」乗組の後、大正２年（１９１３年）海軍大尉

となり、海軍大学校乙種学生に採用され６ヶ月、更に砲術学校高等科学生６ヵ月の教育を受

けた。 

この課程を終了後、軍艦勤務で分隊長を勤めた後、大正５年（１９１６年）１２月から海軍兵学

校教官に就任、大正７年（１９１８年）１２月には海軍大学校甲種学生に合格して研鑽を積み、

翌年１２月には海軍少佐に昇任する。 

以後ここから艦隊参謀を振り出しに、佐官時代は、主として軍令部参謀また海軍大学校教官

の要職を歴任して、帝国海軍の中枢を歩んだ。 

 

この間、大正１３年（１９２４年）に海軍中佐に任官、１か年間の欧州各国出張も経験、昭和３年

（１９２８年）には海軍大佐に昇任し、舞鶴要港部参謀長、軍艦「由良」「鳥海」の艦長、更に海

軍大学校教官を経て、昭和９年（１９３４年）には海軍少将に栄進し、呉鎮守府参謀長に就

任、翌年には第８艦隊司令官となり、以後提督として重責を歴任する。 

 

昭和１２年（１９３７年）７月７日盧溝橋事件が突発し、やがて日中戦争へと戦火は拡大したが、

その時、谷本提督は、第１１艦隊司令官として中国・漢口方面警備の任にあり、８月に、漢口

に集結した居留民全員を麾下の艦船を率いて上海に護送する大任を帯び、下江両岸に中国

軍監視兵凝視の中を洋上に出て、長途六百浬を航海、無事上海に到着の快挙は、当時の新

聞にも大きく報じられている。 

 

昭和１３年（１９３８年）海軍中将に栄進、第１遣支艦隊司令官として輝かしい武勲をたて、昭和

１５年（１９４０年）１２月には、東京に帰還、天皇陛下に軍状上奏の光栄に浴した。 

次いで海南島警備府司令長官として戦地勤務に帰り、昭和１６年（１９４１年）、日米交渉決裂

の危機迫る１１月２０日付けで佐世保鎮守府司令長官に任命され、東京に帰還、天皇陛下の

親任を得て佐世保に着任したのは、奇しくも真珠湾攻撃・日米開戦の１２月８日であった。   

小林達治（昭和２０年卒） 
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